
「高部 か しわ J の 作出 とその 4 寺性

( 畜試  中 小家 畜部 )

1 . 背 景 とね らい

「音のか しわ は美 味 しか ったが 、最 近の鶏 肉は ど うも水 っば くて味 がな い J と い う美 味 しい鶏 肉 を

望 む声 が強 くな って来 ま した。 そ うい う芦 に応 え る美味 しい肉鶏 の作 出 に5 7 年か ら取 り組 み 、 この ほ

ど、 「南部 か しわ」の名称 で甘 味 と、 ヨクが あ り、肉の特 まりも良 い美 味 しい肉鶏 を作 出 したので 、

その特 性 を紹 介 します。

2 . 技 術 の内容

1 ) 「 南部 か しわ」の交配様 式の決定

二元 母鶏 の産卯性能比較 ( 表 1 ) 、 三元 コマ ー シャル の増体 比較 ( 養 2 ) 試 験の 結果 、父 方 に軍鶏 、

母方 に 自色 プ リマスロ ック( 6 ) X ロ ー ドア イ ラン ドレッ ド く♀) の F l を交配 した三 元 の路 を 「南部

か しわ J と した。

2 ) 「 南都 か しわJ の 発育成績 ( 表 3 )

出荷 日齢 は 1 1 0 日齢 を 目標 とす る。 1 6 週齢 ( 1 1 2 日齢 ) の 体■ は、性 で3 . O k 8 雌で2 . l K g 平均 で2 , 5 5

K g 、飼料 要求率 3 . 3 4 で あ った。

層 体に対 す る精 肉歩留 りは、雄 で4 3 . 7 斉雌 で4 4 . 8 宮平 均 で 4 4 . 2 斉で あ つた。

3 ) 生 産原価

バ イブハ ウス 4 坪 に 1 0 0 羽飼 育 した場合 の 、生 体 l  K 8 当りの生産原 価 は 4 5 0 円とな る。

4 ) r 南 部 か しわ」の供給 体制

r 南部 か しわ」の態 は 、当分 の間 、苦産 試験 将 か ら供 給 す る。 農家 に は 、育畳 器 が な いので2 8 日齢

育 て た態 を 1 羽 2 1 0 円で供給 す る。 希 望 者 は
“
中小家畜 部

" 迄

3 . 指 導上の 留意点

1 ) 味 の特 徴 とそれを生 か した料 理 方法

( 1 ) ス ー プが おい し く撤料理 に最 適

( 2 ) 適 当に歯応 えが あ り、肉味 が さつば りして い る

( 3 ) 肉 に締 りがあ り、甘味 とコ クがあ る

これ らの特 徴 を生 かす料理 と しては、次 の よ うな ものが あげ られ ます。

水炊 き、寄鍋 、 す きや き、 しゃぶ しゃぶ 、手 の子や 、ひ っつみ 、炭 火 焼 き、8 1 1 身、 と りわ さ、酒蒸

し等 々

料 理に 4 ま、 肉 だけ でな くガ ラか らスープ を と つて利 用 して こそ持 ち味 が発 揮 で きます 。

2 ) r 南 部 か しわ 」の 飼 い方

( 1 ) r 南 部 か しわ J に 最 も通 して い る飼 い方 は 、平 飼 いの 鶏 舎 と運 動場 ( 革地 ) を 持 った枚 し飼 い方式

です。鶏舎の飼育密度 は 1 坪 当た り2 5 羽以 内 と し、運 動 場 はで きれば 1 羽 当 た り 1 坪 程度 が基準 で
｀

す。放 し飼 い開始時 は、不安 が り l ヶ 所 に回 まる習性 が あ り、圧 死 す る お それ が あ るので 、3 0 ～5 0

羽の小区画 に して l ヶ 所 に集 中 しな いよ うに注意 す る。

( 2 ) 軍 鶏の血 が入 って い るため 、尻 つつ きな どの悪 癖 が発生 す るこ とも あ るの で、奮 飼 い は しな い。 ま

た、デ ビー ク ( くちば しを切 るこ と) を して防止 す る。

( 3 ) 飼 料 は、出来 るだけ採卵 鶏用 百段 飼科 を中心 に して、層 米 や野菜 層 、残 飯等 も利 用 して安 く仕上げ

たいもの です。8 0 日齢以降 の l ヶ 月 は、栄 養 の 高 い何 が必 要 なの で肉 用路 用 の仕 上 げ 用の体栞飼料

を 8 割 、二 饉混 を 2 割 混 ぜた飼料 を給与 した方 が 良い。

( 4 ) 放 し飼 いの時 は、特 に外敵対 策 ( 野犬 、狐 、猫 、鷹 、カ ラス等 ) を 厳 重 にす る必 要 が あ ります。

3 ) 値 段の 高 い特殊 な 肉る なの で、導 入 す る前 に予 め出荷先 を決 め て お く事 が必 要 で す。

4 ) 6 0 年 度 に この 「南部か しわ J を 何付 け したの は、遠野市 の 3 0 0 0 羽、 山形 村 の 5 0 0 羽で す が、山形村 は

6 1 年度 に は 1 5 0 0 羽の餌付 け を予 定 して い る。
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交配様式 50%産 卯
開始日齢

産卯率 平均卯重 日産卵量
1日11】当り

飼料経取量
1日1羽当り

飼料要求率 日
重

抑
体

授精率 ふ化率
(対受)

8PR X RIR 149日 75,4好 56.2 8 42,4 8 115,3 8 2761 97.1好 76.5%

R I R  X  8 P 80.3 57.3 2562 73.7

W  R  X  R I R 75.0 130,3 3266 98.5 87.5

R I R  X  t t  R 3267

N  C  X  R I R 39。3 122.8 2839

5 . 試 験成績

表 1 二 元母建産ヨF性能比較 (15よ ～400日 齢)

注)

奏2

BPR横斑プリマスロック RIR

二天コマーシャルの増体比較

ロードアイランドレッド WR白 色プリマスロック NG名 古屋種 6軍 鶏

表3 南 部かしわ (GXWRoP)と 昨年度のタイプ (GXBP,P)の 産肉性比較
1)体 重の推移

６
♀
的

６
♀
酌

３０
鶴
帥

2.53 K思

1,78

2 , 1 6

1.78

1.32

1.55

1枚重量 歩 留り

388.68    43.7斉

217.48    44.8材

289.8g    43.5露
186.88 44.明

2.64  2.99K8

1.94  2.12

2.29  2.56

2)解 体成続 (16週齢)
鶏 種  性 別 生 体重
GYWR,P   6    30608

♀   2130g
G、8PoP  む   25603

9   17803

米 官能検査結果

注 :歩留りは、対居体

居体重 む ね肉E型  1枚 重量

28208     13.4町     189,38

19608     15。9培     155,7g
24308     13.0無     158.Og
1670g     15.0斉     125.78

もも肉 I型

24.0“

22.2材
23.8宵
22.4括

三点比較法によリテストした日下、3つ の内片の中から異なる1片を当てた人は18人 中 11人 で、5%水 準で有意であつた。

その正解者 11人 のうち8人が 「南部かしわ」をおいしいと評価した。これも5%水 準で有意であつた。

テスターは畜産試験場の職員 18人 です。

※ 生産原価の試算
生体lK、当り経費
触 代    92円  28日難1羽210円■育成率(0,9)■出荷体重く2.55)

飼料費   280円  飼 科要求率(3。34)X単価(84.0円)

衛生資    8円  1羽 当り20円■体重
簡易鶏会  30円  60000門キ 8年 ハ ウス4坪  100羽当り

金網等   29円  37000円キ 5年  〃      〃

給tT拾水器  10門  25000円■10年  〃      〃

言ヤ    419円
一‐1 5 -

交配様式

1 4週 齢 ( 9 8 日齢) 1 6 週 齢 〈1 1 2 日齢)

体  重  (g) 飼 料

要求率

体  重  (3) 飼 料

要求導

育成率

%雄 雌 平均 雄 雌 平均

Gxく8PxRIR) 2300 1684 1992 3.60

CxくRiRx8P) 2102 1538 2376 1839 3.78 86.7

Gx(WRxRIR) 1939 2992 2557

Gx(RI RttWR) 2397 1723 2060 2653

Gx(N6、RIR) 1522 1679




